
(この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください)

千円

国　庫 分担金
支出金 負担金

前年度 0 0

要求額 0 0

決定額 0 0

ＢＣＰ策定支援事業費

(前年度予算額： 8,5128,300１ 事 業 費 千円)

①　ＢＣＰ普及啓発支援
　県内企業にＢＣＰの必要性を周知し、取り組みの開始の意識づけを行うため、保険会社
や金融機関等と連携してＢＣＰ普及啓発セミナー等を行う。
②　ＢＣＰ策定支援
　令和２年度に作成した「新型ウイルス感染症対応ＢＣＰ基本モデル」を活用し、新型ウ
イルス感染症にも対応したＢＣＰを策定することができる講習会を開催する。

0 0 0

　企業内におけるＢＣＰの定着を目的としたブラッシュアップ支援や新型コロナウイルス
感染症の拡大を受け、新型ウイルス感染症にも対応したＢＣＰの策定やブラッシュアップ
支援を行うなど、企業が直面するリスクに対応した実効性の高いＢＣＰの策定に向けた支
援を行っている。
　県内中小企業を対象としたＢＣＰに関するアンケート調査（R2.9）では、ＢＣＰを策定
済・策定中の企業は２４％と、前回調査（H29.9）の１８％から着実に増加しており、今後
も引き続きＢＣＰの策定やブラッシュアップ支援を実施し、企業の事業継続力を強化する
必要がある。

※事業継続計画：ＢＣＰ（Business Continuity Plan）
　企業が自然災害や事故などの緊急事態に遭遇した場合等において、事業資産の損害を最
小限にとどめつつ、中核となる事業の継続あるいは早期復旧を可能とするために、平常時
に行うべき活動や緊急時における事業継続のための方法、手段などを取り決めておく計画
のこと。

8,300

8,300

（１）要求の趣旨（現状と課題）

0

0

8,300

（各課様式１）

使用料 財　産区  分

手数料

0 0 0 0

事業費

8,512

寄附金

0

一　般
財　源

8,512

予 算 要 求 資 料

令和４年度当初予算 支出科目 款：商工費　項：商工費　目：鉱工業振興費

 ＜財源内訳＞

事 業 名

商工労働部　商工政策課　政策企画係 電話番号：058-272-1111(内3045)

E-mail：c11351@pref.gifu.lg.jp

（２）事業内容

0 0 0 0

２ 要 求 内 容

収　入
その他 県　債

0

8,300

財 源 内 訳



（３）県負担・補助率の考え方

（４）類似事業の有無

・「清流の国ぎふ」創生総合戦略
　Ⅱ　政策の方向性
　　２　健やかで安らかな地域づくり
　　（２）安らかに暮らせる地域
　　　　④　災害と危機事案に強い岐阜県づくり
　　　　　○ 自然災害等から県民の命を守る予防対策の充実や速やかな応急復旧を図
　　　　　　 る体制づくりなど防災・危機管理体制の更なる強化を推進する。
・第２期岐阜県強靱化計画
　　第５章　強靱化の推進方針
　　　３　施策目標とする指標の設定
　　　（６）産業～サプライチェーンの確保・風評被害防止対策～
　　　　　（ＢＣＰ等の策定支援）
          ○ 県内企業のＢＣＰ策定支援や中小企業等が策定する「事業継続力強化計
             画」の策定支援を行い、企業等の災害への対策強化を推進する。
　　　　　○ 企業内へのＢＣＰ定着を推進するため、ＢＣＰ策定後の事業者を対象と
             した運用後のフォローアップを行う。

需用費

役務費

決定額の考え方
　

４ 参 考 事 項（各種計画での位置づけ）

8,300

事業内容の詳細

講師料

講師、職員旅費

消耗品費

セミナー負担金

事業内容の民間企業等への委託料

事業内容

報償費

旅費

合計

金額

150

101

15

100

7,839

0

負担金

委託料

その他

15 通信運搬費

会場借り上げ

③　ＢＣＰ定着支援
　ＢＣＰ策定済み事業者へのフォローアップとして、新型ウイルス感染症対応を含めたＢ
ＣＰの更新など、ＢＣＰの実効性を確保するため、ブラッシュアップセミナーを実施す
る。

※新型コロナウイルス感染症の状況により、ＷＥＢ開催に加えて対面開催を実施する。

-

無

80使用料及び賃借料

３ 事業費の積算 内訳



（県単独補助金除く）

□

■

・何をいつまでにどのような状態にしたいのか

事業開始前 R2年度
(R1) 実績

○指標を設定することができない場合の理由

令
和
２
年
度

1,535

-

（これまでの取組内容と成果）

・取組内容と成果を記載してください。
○ＢＣＰ策定支援セミナーの開催
　　９月末時点で４回開催。今後６回開催予定。
○ＢＣＰブラッシュアップ訓練セミナーの開催
　　１０月から５回（３テーマ）開催予定。
○金融機関と連携したＢＣＰ普及セミナーの開催
　　令和４年１月に１回開催予定。
○保険会社との連携協定に基づいたＢＣＰを開催予定。
　　保険会社主体のＢＣＰ普及セミナーを年度内に１回開催予定。

基本モデルやガイドラインを活用したＢＣＰ策定支援、ＢＣＰのブラッシュアッ
プ支援などを行い、新型ウイルス感染症にも対応した実効性の高いＢＣＰの普及
拡大や定着が図られつつある。

令
和
３
年
度

令和５年度当初予算にて追加

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％
令
和
４
年
度

令和６年度当初予算にて追加

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

1,835 67.30%

指標名
R3年度 R4年度 終期目標
目標 目標 (R6) 達成率

ＢＣＰの策定支援
事業所数

1,032 1,235 1,385

（目標の達成度を示す指標と実績）

事 業 評 価 調 書

新 規 要 求 事 業　

継 続 要 求 事 業

１ 事業の目標と成果

（事業目標）

　ＢＣＰ等の策定・運用を支援することにより、県内企業の災害等に対する耐性を高
めるとともに、企業価値の向上を図る。また、災害時の県内の経済活動及び雇用の維
持を図る。



・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　ＢＣＰの策定支援は着実に実施しているが、未策定企業が多く残ることから、策定
支援の継続が必要である。加えて、新型コロナウイルス感染症が企業の事業活動に大
きな影響を与えたことを踏まえ、新型ウイルス感染症に対応したＢＣＰ策定やブラッ
シュアップなど、実効性の高いＢＣＰの策定支援が必要である。

組み合わせて実施する理由
や期待する効果 など

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのよ
うに取り組むのか
　ＢＣＰ未策定企業に対し、新型ウイルス感染症にも対応できるＢＣＰの策定支援や
既存のＢＣＰに新型コロナウイルス感染症の観点を追加するブラッシュアップ支援を
行う。県が企業向けに公表しているＢＣＰ基本モデル及びガイドラインの改訂を実施
する。

（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
組み合わせ予定のイベント
又は事業名及び所管課

（事業の評価）

・事業の必要性(社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断)
　３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない

（次年度の方向性）

・事業の有効性(指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか)
　３：期待以上の成果あり
　２：期待どおりの成果あり
　１：期待どおりの成果が得られていない
　０：ほとんど成果が得られていない

(評価) 県が実施しているＢＣＰ策定支援を通して、ＢＣＰ策定事業所数は着実に増
えており、企業価値の向上に寄与している。

２

・事業の効率性(事業の実施方法の効率化は図られているか)
　２：上がっている １：横ばい ０：下がっている

(評価) 連携協定を締結している保険会社や金融機関と連携して、事業を実施するこ
とで、効率的な事業実施が図られている。

１

（今後の課題）

(評価) 平成３０年１２月に見直された国土強靱化基本計画において、「災害時に重
要なインフラ整備、耐震対策・老朽化対策、ＢＣＰの普及などは、引き続き
推進」と方向性が示されており、事業の必要性は高い。２

２ 事業の評価と課題



□

□

・終期までに何をどのような状態にしたいのか

R2年度
実績

R元年度補助金交付実績
（単位：千円）

H30年度 R2年度

②

目標 目標 (R ) 達成率

（目標の達成度を示す指標と実績）

指標名
事業開始前 R3年度 R4年度 終期目標

(R )
①

補助率・補助単価等 定額・定率・その他（例：人件費相当額）
（内容）
（理由）

補助効果
終期の設定 終期○○年度

（理由）

（事業目標）

補助事業の概要 （目的）
（内容）

県 単 独 補 助 金 事 業 評 価 調 書

新 規 要 求 事 業　

継 続 要 求 事 業

（事業内容）
補助事業名
補助事業者（団体）

（理由）



・事業が直面する課題や改善が必要な事項

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのよう
に取り組むのか
　

（今後の課題）

　

（次年度の方向性）

(評価) 　

令和６年度当初予算にて追加

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

（事業の評価）

・事業の必要性(社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断)
　３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない

(評価) 　

・事業の有効性(指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか)
　３：期待以上の成果あり（単年度目標100％達成かつ他に特筆できる要素あり）
　２：期待どおりの成果あり（単年度目標100％達成）
　１：期待どおりの成果が得られていない（単年度目標50～100％）
　０：ほとんど成果が得られていない（単年度目標50％未満）

(評価) 　

・事業の効率性(事業の実施方法の効率化は図られているか)
　２：上がっている １：横ばい ０：下がっている

（これまでの取組内容と成果）

令
和
２
年
度

・取組内容と成果を記載してください。

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

令
和
３
年
度

令和５年度当初予算にて追加

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

令
和
４
年
度


